
第二露頭一充分珪化した巾5m，長さ綿即mと推牽　　　　一號丁場は脈巾12m，長さは既探掘長さ約14m，引立

し得る鑛薩で，赤白特級であ為。石見鑛床中最良のもの　　面’（高さ15m）の奥10m，踏前の北牟（南孚は断層によ

である。北盤は赤チヤートに移化』し・南盤娃友色チヤー　　　り切蜥されている）は下部に3mを推定し得る鑛瞠で三

嘩ある6　　　　　卜　。・卿地瞭最駄紘難鵬る・鎖石は角礫購を呈
第三露頭一地上に突出した長さ昌m・巾1mの良質 　　する青白珪石1級品で・耐米度試験の結果は極めて良軍

赤白珪石の鑛膣であるが，附近≧の關連性は認められ欺　　　である。鉄黙としては白石英の部分の結晶粗く・且多く懸

・い。1　　　…　　．　〆，　　の擁磯響によ曝石が粉鑛に劫易いこと脇る・
第四露頭一嘗つて採掘され，附近に索道の始黙があつ　　文現在引立面が立ち且撲土量多くなり採掘に困難を感ず

た。巾・6m，長さ高さ共に10mを推定し得る鑛膣そ，多、　る。

少赤の部分の多い赤白1級品である。　　　　　　　　・・．　第二丁場は珪化されて部分的に白色となつだチヤート

　第五露頭一赤色チヤート中に石英細脈の入り込んだ　・で，鑛膿の形，鑛質も不規則で鑛量も少ない9

ものと云うべきもので，良質部少く鑛量も少い。　　、　　　黒崎出來地鑛床（休貞中）、

　第六露頭一長さの方向に約10m範園の鑛石が見られ　　　東面に200甲以上に亘り黙黙’と露頭が見られるが露頭

るが・灘の翻棚瞭でなく母岩に移化怖鑛石街距の巌の麟臆嫌である譜つ螺郷繰部
』2級品以下である。　　　　　　　　　　　・　　監　　分に於て鑛豊の巾は亭均5m（、1級品とし1て4mら3級

　第七露頭　　巾3m，長さ7mの部分が嘗つて採掘さ　　品として，5～6m）で赤チヤートに移化する。長さ高さ、

れたが，良質部少く今後の探掘に値しないる・　　　　　　共に101n奪推定し得る。鑛石は赤白珪石で1級品を主亡

右見題の醗蔽＼∬　　．『　　し・珪化し娠脚翻揚腎搬には7・・～8・Omの索

山元鷲貯織蓋石騨ト諸伊難『饗藻娠床め蓮鰍
・索道は現在なく・215kmの馬車道も巾狭く・傾斜急で蓮　　　　1　　索道・　　トラック

搬胴鰯難繍．れる．　・　．　　1號揚爾積込場2・km伊騨一
　＜hi）出來地地直　　　　　　　　　　　．　　、　　　　　（2號丁場は索道な、し，トラツぞのみ）

　四國鑛業出療地鑛床（稼行中）

・553．574＋553。61：55α3（52L16）臼

　　　　　　幅島縣白岩村及び宮城村の自珪石，長石及ぴカオリン鑛床調査弊

　　　　　　　　　　　　蜜　齋　俊 勇繰

　　　　　　　R6sum6・l

　　Silica・stop．e．Feldspar　and　Kaoli皐e　De己

　㌘posit　in　Shir呂iwa6mura，一Miyagi・mura

　　Fukushi血a　Prefecture．

　　　　　　bゴToshi6Ansai
　　・Sira圭wa－mura，9kms　east　from　Motomiya

　　Station，Tδhoku　line，is　the　most　famous　area

　　rich　in　silicastone・and　feldspar，『in　Japan。

　　Oredep・siゼsqu＆rfiedaf騨a＄sive・ゆticw
　　Iar　Pegmatit6s『三n　biotite　granite；　the　ore　is　of，

　’highestclass・buti自as1・ng’bee亭quarried一

　。andt血6reserveisn・ts・1arge。・

　　Inthis・r6P・rtarediscribedtheg図e・ξ・res・

　　τeserves，pr・duct・i・皐etc・・

鰭本調査は・昭和22年6酎7月行われたものである・・

鰍鑛床部．

1．　由岩村の鑛床

　　　（D．位麗及び交通て第1圖）

編島縣寮蓬郡白岩村大字白岩にあるo東北本線本宮騨

の南東方10kmにあり，トラツクを通ずることが出來る。c

　　　　（2）．・沼叢及び現況

大正末期開叢ざれその品質の優良の爲次第に全國に著

名に帥今肱至つた？現礁掘出鑛物もの豚の業
者である。　1．

　白岩窯材批　　　　大内鑛業所〆

　日本鑛石工業所　　東北珪長石白岩事業所　　・　　“

　 管野鑛業所　　　　齋藤鑛業所

　　　　（3），地形及び地質
地域は阿武隈川川東岸の海抜300m丙外の丘陵地で，

比高50m内外の丘陵が起伏し，特徴のな妥・地形を示して

いるo

／
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な諮臼蟻繍1・
眠、礎馨し
　　　　　田　　、御　　　　　『盲村　

』
1
木
，

　　　　　ロ　　　電ミ濠　野郡、・〆’沢萎
　　　　　射　　　村募

　　　　第1圖　瀬島縣安達郡白岩村
　　　白岩村，長石及びカオリシ鑛床位置圖『

白岩村一帯は黒雲母花嵩岩からな1り・，’岩石の風化著し．

く断鮮な露出を見ることは出來ない。　、

　　　　＜4）。鑛・隊．
珪石・艮石鑛床は前記花醐岩中に胚胎ざれるペグァタ

イトで，何れも不規則な形歌を呈し一定の方向性を有し

ない。しかし全瞠としては多少南北性の配列を示し，陥

島縣全膣のペグマタイ『’トの配列（部ち宮城縣伊具郡大張

村を北端とし，川俣町・白岩村・三春町附近を輕て石川

町に至る）が南北の方向を示すことと併せ考えて，ベグ

マタイト生成に闘係ある或る種の構造線が花崩岩中に南

北に通じてし．・るものと推定罫れるo

白岩村のペグマタイト中最大のものぱ白岩窯材祉勿も

りで長脛60mに達する。共通め性質は母岩から鑛膣中心

に向つ七，丈象花嵩岩！正長石帯・珪右（石英）幣の順

に配列することであるが，それ等の量比は一定しないo

　「　　，　　（5）．鑛床各設

　　　　　　　　　葦i）　白岩窯桝融　　（第2圖）

鑛齢顛帳い不酬魁ン撒で上方は二脚こ分・

れている。厚さは亭均20血，東西の長さ上部80m，中

部60m，下部20m，上部より下部迄約40mである。　，・

　ペグマタイト中の鑛物分布は第2圖の如ぐ下部は石

英帯，上部は長石帯となつているが西側は長石中に石

一
英
の大塊が存在する。この石英幣・長石幣の外側々と雲

母幣が1～3mの厚さ鱒稜達するoこの雲母帯は1～

5cmの聞隔でz拝行板歌1’放射状に石英，長石中に黒零

母の入り込んだものである。雲母帯の外側は文象花嵩

岩を輕て花嵩岩に移化する。，鑛床下底部は石英響の下

部に筒多少の長石幣の存在が考へられ為。

　長石はペルト長石で極淡友色，壁開不明瞭，光澤少

・い特徴ある外観を呈する。又鑛瞠の長石帯は割目が無

いために酸化鐵の汚染が見られず選鑛の必要なく殆ん

ど特選（Fe203＜0，3％》宅ある。李均資料の分析値に

Sio2

A1203』

Fe203

』CaO
分析者　通産技官　關根節郎

62．58％　　MgO・　0．58
20．07－　　　　　　K20　　　　　　　11。03

・0．88　　・　　　Na20　　　　　　3，73

0．36・　〆lg．1・ss ◆α70

　　　　計　　』99．93
石英は雲白色傘透明のものが多く不純分少く優良であ・

る。長石幣との接鰯部でに友色を呈し不緯分がやや多く

なる。全鎧としては光學用60％，1級30％の比率で賦存

するo．

鑛量は，

長石　特　　．級1確定

　　　同　・推定

　　1～2級推定
珪石　‘光學60％）確定

　　　　　推定

4，4×103t

l文103t

l．5xlO3t

5．7×103t

2．5》く103t

．であるが，既に採掘が困難になつて來ているQ

事業主　宇井正三　（白岩村）

．翫採量　長石　約　12，000t
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　　　　十　　　　＋G＋　、＋　＋

　　　　　E王ヨ花嵐山
　　　　　匝］文象花尚岩
　　　　　E三三三】石英又“長石馨母t秩う

　　　　　圃　石英長石混交馨
一＿L＿β匿画長石稀、
　　　　　回珪石帯

第2圖珪長石鑛山坑内地質圖

　珪石　グ　5，000t・

亭均月産90ゼ（特選長石鍮出向陶磁器

用）螢i務者27，30Hコンプレツサー　1

毫，馨岩機　1肇，

ii）日本鑛石工業所

　白岩窯材肚鑛床の西北方200導にある

石英を車とするベグマタイトで，北東，

南西に．延び，北東に向つて落した芋朕を
『
な
し ている、現在確認されるのは延長

46m，駄巾15m，灘1伽で・稚の
中心部は石英帯，外側に厚さ1～2rnの長、

－石幣，．さらに外郷は文象花醐岩奪経て粗

粒黒雲母花嵩岩に移る。雲母幣は部分的

29
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　に存在するのみである。

・
、
長石は鑛騰の周邊に薄く鍵するため酸化鐵に依り汚

　染ざれ，30％が特選，70％が1み）2級である。特選鑛は白

　色徴細なペルト構造を持ち，分析値は次の通りである。

Sio2

A1203

’Fe203
’
C
a
O

63．92％　　　　　MgO

l鉱33　　K20
0．35　　　　Na2q

2．82、　　　　　　Ig．10ss

0．34，

8．04

1．95

3．28

分析者　通産技官　關根節郎　計　100・03

石英は雪白色雫透明良質で，・特に鑛醗中心部は良好で

ある。しかし良質部の残鑛少く光學30％程度得るのも困

難であらう。

鑛章

　長石　（特選30％）　推定　　6×102t

　珪石　（光學60％♪　確定　5．7×10％

　　　　　　　推定2．5×103t　　㌔
、事業主　長澤義成　（福島市萬世町）

既採量nooOt

李均月塵30t…

斑）大内鑛業所

日本鑛右工業所鑛床の南西80mに位置し，走向NS。傾

斜60。E，延長5砥巾3ん5mのレンズ状鑛床で，長石幣は

露頭部附近に約1m見ちれるが大部分は石英為らなる。

坑内下部には所々花嵩岩が露出し，これに接する石英は

友色を響びる。

長石峠現在のところ少量で品質悪く，稼行償値が認め

られない◎　　　　　　　　　　　’
．石英は概熱良好で，光學約50％，特選約30％を選別し

得る。

珪石確定鑛量　　　　、3×102t
　’推定鑛量　　　　　　5×1Q2t

事業主　大内武治　（安達郡本宮町）

　李均月産30t
iv）管1野鑛業所　（カオリン鑛床）　’

　白岩村役場の南東約500mに位置する。鑛床は水李レ

ンズ状のペグマタイトの長石部が天水等の影響に依リカ

オリン化ざれたもので，大騰ペグマタイトの原構造を止、

、めぐいる。鑛床の大ききは，東西約40m，南北35m，厚

さ8～5mである。このペグマタイトほ極めて長石た富み

石英は中央部にの不規則な塊状をなして黙在し，叉鑛膣

の周園を包み丈象花歯岩が襲蓬する。長石部及び文象構

邉を示す部分は全くカオリン化しているが，一般に酸化

鐵分の汚染が著しく，純白の部分は噌部分である。

次にカオリン鑛石の分析値輩示す。

　　，　（1）
Sio2　　　　43。06％

A120δ　　36．50

，Fe203　『　　　0．20

CaO・　　　　　2．09

MgO　　O．36

、K20　　0・19
Na20’　　　　0．36

1910ss　　　17。28

Tota1　　100．04

（2）

67．66（1）は鑛床中純白と思

2L41はれる部分で少量であ

0。41る0

0．65（2）は現在出荷される

0．48　ものでは淡黄色1淡褐

4。18　色を呈し，石英・未風

0．28化長石の粒をかなり含

5．40有して）・るが可塑生は

100．47良好で鐵分も意外に少

い。分析者’通潮麦官　關根節郎　名古屋製陶に於ける

簡軍試験の結果嶢成色調も良好である。

鴛用し得るカオリン精鑛埋藏量億5x103t、

事業主　管野儀　（安蓬郡和木澤村）

李均月産　100t，、．

　v）東北珪長石白岩事業所

　白岩村麓山山頂にンあろ極めて石英鱒富む南北2個の李

盤状ペグマタイトからなる鑛床である。南鑛薩は石英幣

の厚さ4mで・10余m四方値露頭が見られ石英幣の下部に

1m以上の長石幣が辱盤状に見られる。石英は殆んど乳

白色不透明で且つ酸化鐵に汚染ざれ光學用を選別する事

は出飛ない。長石も亦酸化鐵に依り汚染され2級程度であ

る。，北鑛膣は南北35m，東西25mに3個の石英露頭が見

られ同一鑛瞠であることが推定されるる石英は雲白色時

に淡紅色，李透明で多少酸聾鐵に依る汚れはあるが，光

學用として15～20％は手選可能である。

　本鑛床の周邊方敷100mに亘わ多敷の珪石韓石（1級）

を産し，、4～5萬tが採掘ざれたと云はれる6．この韓看中

源は麓山鑛床と考へられ，現在見られるのは互大なペグ

マタイトの底部に當る部分と：考べられる。

　鑛量　　　。一

　鑛石推定　3・3×103t　長石推定　1×102t　．

　　’予想　　8×1磯　　’予想　3×102t

’事業主　東北珪長石鑛業株式會肚　（編島市）

　vi）齋藤鑛業所

　管野鑛業所北西300mに位し，全く類似の鑛床であ

る。鑛騰季盤状で一部が稼行ざれているが管野鑛業所に

比し，カオリン化の程度が低く，筒長石を相當に留めて

いる。カオリンの部分は管野鑛業所と同一であるが，鑛

・膣全艦に封する割合は小である。長石は風化を受け酸化

鐵分多く低品位である。

鑛量は現況が荒駿していて算定するに至ら毒いが，大

　　　の睦豫想1×103t，カオリンとして便用に堪へるもの10％，

長石15％程度と考へられるゴ

　事業主　齋藤明雄　（安達郡本宮町）

3（〉
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　　　　∬，宮城村赤沼鑛床
（1）・位置及び交逼　　　　　　・　　、　「　　　’も

編島縣田村郡宮城村赤沼にある。都山騨繭東，4km4

の間トラツクを通じるが，冬期は不通となる事が多い。

（2）・地形表び地質　．

地形及び地質は，上部白岩村に同じである。鑛鐙の露・

頭部は若干附近の水位よわ高いが，下底部は流水面r卜10

mで常に排水を行’まねぼならない。

（3）．鑛床

本鑛床は多少東西に長く厚いレンズ状をなし，上部は

東酉40m，。南北20m，下部は直脛2Qmの圓形をなし，深

さは40m以上宅ある。鑛腱の中心部の石英幣奪園んで巾

3～5mの石英及長石混交幣が存在し，その外側は黒雲

母を混じた文象花嵩岩から母岩に移化牙る。’

石英は中心部では最高品質のもので，混交幣のもめは

多少酸化鐵に汚染せられている。光學用は30％◎

長石は全1鑑に鐵分の汚れが見られ，特撰は50％位であ

るが熔融講に於ける透雛臆國最高である豆羅長
・石の分析値は

・Sio2　　　64．62％　　　IMgO
I
　
A
1
2 03　　　　20．03　　　　K20

F6203　　　　0．33　　　　　Na20

CaO　　　　　　　O．40　　　　　　191u1

0．52

9．95

3．47、

0．25

分析者通産技官　加藤甲壬　Tota「99．57

　　　　　　　　　　　，鑛量

長石　（手選歩留80％）『珪石

推定精鑛　3×103t確定　1・3×柔0崔t（當分採掘不能）

豫想”　2×103t推定　　1×103t（光學802の

　　　　　”　　　5×・103t（光學30％）

　　　　、豫想　　3×103t（　”、）
、　躾主、日東紡績楊…式會肚

　　富久山工場　（郡山市外富久山町）

月李均出鑛は珪石30t，長石20t自家用一、

過去出鑛量　10．000t珪石90％　長石10％

553．543；　550。8（52饗．52）、　　＿

　　　　　長野縣諏訪郡宮珊村の蛇紋岩鑛床調査概報

　　　R6sum6
0n　the　Serpentine　Deposit　at

　MiyagawaMineandits曽
Neighbouring　Area，Suwa・宮un，

　Nagano　Prefecture．

　　by、Noboru　Hlida・

肥田　1昇馨

　Miyagawa　m五ne　was　wo磁ed，a＄the．NickeI

mine．ti11・1945．

　The　serpentine　of　this　area　intrudes　in　the

phylllte・fChich蜘seriesandiscOYeredwith

andesfte．

　S＆rpentin益isdividedint・舞eeparts：1

1．　Fully　s幾rpentinized　part．

2．・Mostly　serpentinited，wit塾the　relics　of

　olivines　and　amphiboles．

3．Mostlydunite・
　The　useful　part　aS　refra“tory　of　forsterite

series　is　mainly　the3rd　part。

　The　analysis　of　this　ore　is　as　follows：

　（1）M90雑02　く5）Fe203ド2・07
　（2）　SiO2　－38，52　　　（6），、CaO　　　O．12

　（3〉、A1203　0・39　　（7）　S　　’　1。25

　（4）　FeO　　　8・46　　、（8）　1言。16ss3。02

　　　　　　　　　　b　　　　　　　　Tota1　99．90
　丁耳e・rαreset▽eisestimatedab・ut，4×101、

　　　　㌔metr重ctons。

　　　　1．・緒 鷺

　　　　　　　　　　ノ　耐火原瀬源調査の騨報ま昭和22卸尽4日よ欄
10日聞長野縣諏訪郡宮川村宮川鑛山及び附近の静香鑛山

の蛇紋岩鑛床の調査に從事した。こ』にその結果を報告

．する。筒操取試料の分析は關根節郎及び日本鋼管燈材課

が澹當「した。

　爾鑛山は何れもニツケル鑛山として蛇紋岩及び轍騰岩

　　　　　　　　　　ず　りg風化表土たる含ニッケル賭土を採掘稼行していたが，r・

昭和20年8月以後休山している。

　爾鑛山のニッケル鑛床に關しては現に木下鶉城（1〉の線

合報告，渡邊善雄（2）の宮川鑛山調査概要等の報告があり

叉耐火材料どしての利用研究に關しては丹羽庄李の報告’

．がある◎

　　　　　　　　　ノ　　　　　　　智

聾鑛床部

（1）特殊鑛物資源　第一巻學振編（昭和22年ン

（2）自然科學とi轍館，15巻6號（昭和19年）

（3）宮川鑛山附近調査報告（大同製鋼窯業研究室し

　昭和21牟）　．
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